
糖尿病治療の　   本柱5

1 食事療法
適正エネルギー、3食規則正しく食べる
たっぷりの野菜を食事の始めに食べる
間食を控える　など

2 運動療法
食後1～1.5時間の有酸素運動+筋トレを
週3日程度行う

5 適正飲酒
週2日以上の休肝日を設け
1回あたりビール500ml程度にする

4 禁煙
タバコの害を知り、禁煙への意欲を高める

3 薬物療法
飲んでいる薬について正しく知り
適切に服用する

糖尿病は、末梢神経障害（足の感覚異常や壊疽）や糖尿病性網膜症（失明）、糖尿病性

腎症の原因となるだけでなく、心筋梗塞や脳卒中などの心血管疾患を引き起こす危険性

の高い病気です。しかし、早期に適切な自己管理を行うことで、合併症を起こさず、健康

寿命を延ばすことができます。
※2016年：日本の糖尿病患者数は約1,000万人（男性の16.3％、女性の9.3%）

糖尿病
とは

?

「宿泊型糖尿病性腎症重症化予防プログラム」を開催しました

各プログラムの対象の方には適時ご案内します各プログラムの対象の方には適時ご案内します
被保険者へは事業所を通じて発送します。
任意継続被保険者・被扶養者は、ご自宅へ発送します。

プログラムサポーター
検査結果の見方や血糖値を上げ
ないための生活習慣についてお伝
えしました。
参加者の皆さまが少しずつご自分
の身体に関心を深めていくご様子
が感じられ、頼もしく思いました。

誠心館のシェフにお願いし、居酒屋
風の夕食メニューを作っていただ
きました。
食事のバランスを考えながら楽しく
学んでいただくことができました。

コンビニで準備できるバランスのよい
食事のメニューを紹介し、実際に食べ
ていただきました。食後はウォーキン
グを実施し、運動による血糖の変化
を実感していただきました。今後の参加
者の皆さまの目標をお聞きし、６ヵ月
間いっしょに頑張っていこうと思いま
した。

（看護師 東山）

（看護師 筒井）

（看護師 冨田）

事業所による
保健事業の取り組み

両立支援
について 万が一病気に罹患された場合、ご本人による事業所への申請にて

病気療養と仕事の両立支援を受けることができます。
※育児／介護との両立の場合も同様です。

本人による申請が必要です！

就業中の
保健指導参加に
ついて

就業時間中の保健指導の参加は、
「勤務」とみなされることをご存知ですか。

国から義務付けられている特定保健指導の初回面談などの保健指導へ
の参加は、本来業務ではありませんが“事業主とのコラボヘルス”により、
就業時間中に保健指導を受けた場合は勤務とみなします。

※平成29年度より、特定保健指導、糖尿病性腎症予防プログラムなどの保健指導対象者への案内文には、㈱ダスキン人事担当専務取締役と
　当組合の理事長連名（平成31年4月より、専務執行役員との連名）で、 『就業時間中に保健指導を受けた時間は、勤務したとみなして申請してください。
　対象者は特段の理由がない限り、必ず保健指導を受けてください』との報知をしております。

上長へ事前申し出のうえ、通常の勤務時間を勤務したとみなして、申請してください。

二次健診
の受診について

※「再検査・精密検査依頼書」の作成を
　医療機関に依頼すると、文書作成料が
　発生する場合がありますので事前にご確認ください。

医療機関での作成が有料の
場合は、医師の指示を聞いて
ご自身での作成も可能です。

二次健診の結果に基づく、
就業判定の記入欄を追加
しました。

医師の
署名などは
不要です

二次健診の受診にあたっては、健康
診断の結果と「再検査・精密検査
依頼書」をご持参ください。
受診後、「再検査・精密検査依頼書」
を事業主へ提出してください。

すみやかに二次健診の受診をお願いします｡
定期健康診断後、検査表を受け取った方は
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